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駐日工チオピア大使

アブドウルラシッド閣下への

インタビュー
聞き手:児玉由佳

2008年 8 月 11 日，駐日エチオピア大使館を訪

問し，大使であるアブドウルラシッド閣下へのイ

ンタビューを行いました。大使は， 2006年 3 月に

日本に赴任され， 2008年は， TICAD IVやG8 サ

ミットなどの準備でひじように多忙な 1 年を過ご

されましたに

一一本日はよろしくお願いいたします。

今回このような機会を与えていただき，ありが

とうございます。

まず，先日亡くなられた福井勝義先生のご家族

に心からお悔やみ申しあげます。

福井先生は，エチオピアにおいて，長い間文化

人類学の調査に従事されてきました。彼の支媛に

よって，多くのエチオピア人が文化人類学を学び，

調査を行うことができました。また，日本ナイル・

エチオピア学会，京都大学， 日本エチオヒ。ア協会

の活動にも多大なる貢献をしてくださいました。

エチオピアは，真の友を一人失うことになってし

まいました。本当に悲しいことです。

一一ます，大使のパーソナル・ヒストリーを旬

いたいと思うのですが・..

私は. 1961 {I三，エチオピア・ソマリ州のワルデ

ルで生まれました。父は，ハイレ・セラシエ皇帝

T なお，インタビュー後，世界経済の大きな変化
によってエチオピアも影響を受け，また. 13' 
ヱ間でもさまざまな出来事がありました。その
ため，本インタピ‘ューに}JII えて 2009年 l 月に

再度世話によるインタビ.ューを行い，それに基

づいて・部加筆修正を行っています。
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の時代に東部のケプリダノVレ州の州知事を務めて

いました。しかし，皇帝との意見の相違によって，

エチオピア北部のゴジャム州にあるデブレ・マル

コスへ国内追放の処分を受けることになってしま

いました。私はその問，デブレ・マルコスの

Negus Teklehaimanot小学校に通いました。

1974年に軍事独裁政権が帝政を転覆させたとき

に，父がアディス・アベパへと連れて行かれた

ため，私はアディス・アベパで，中学はAfrica

School , 高校はTegbare Id (Tcchnical) School 

に通いました。そして1976年，軍事独裁に耐えら

れず，私たち家族はソマリアへ逃れ，難民となっ

たのです。

難民ではあったものの，その間に， Jawhar高校

を卒業し，ソマリア国立大学で1983年に化学の学

士号を取得しました。その後， 1984年にUSAID

の支媛により奨学金を受け取って，アメリカのア

リゾナ大学で土壌・水学を学び， 1986年に修士号

を得ました。 1987年にはエチオピアはまだ軍事独

裁政権下でしたので，ソマリアの家族の元へ戻り

ました。 1991年に軍事独裁政権が崩壊したのち，

1993年に母国エチオヒ。アへと戻ったのです。

一一日本に来られる以前は，水資源省の副大臣

を務められていらっしゃいましたが，エチ

オピアに戻られてからどのような経歴を歩

まれたのでしょうか。

1994年から95年には，エチオピア南東部にお

いて，南東部放牧地プロジェクト (SERP) という放

牧地統合開発プロジェクトのマネージャーをして

いました。 24万5000平方キロメートルを管轄し，

300万人以上の人々に，獣医サービスや土地利用



管理，水の供給などを提供しました。その後， 19 

95年後半から2000年と 2003年から2005年には，

水資源、省の技術部門担当の副大臣を務めました。

また，エチオピアのソマリ州知事も務めました。

一一ソマリ州の知事になられたんですね。

5 年関連邦政府レベルの水資源省の副大臣を務

めたあと， 2000年の第二回民主選挙で，私は，所

属する党(ソマリ人民民主党:Somali People' s 

Democratic Party) のワルデル選挙区の州議会

議員の候補となり，圧倒的多数の支持で当選しま

した。そして， ソマリ州政府の知事として 3 年間

(2000"-2003年)倒jきました。ソマリ州、|は，ソマリ

アと国境を接しており，かなりの開発が必要とさ

れる地域であるとともに面積的にも最大の州の一

つでもあるため，知事としての仕事はとてもチャ

レンジングでした。

その後20031 1三中頃にソマリ州を離れ，再び水資

源省に復帰して面11大臣となりました。そして， 20 

05年の第三回民主選挙で連邦議会の議員として

ワルデル選挙区から選出され， 2006年に駐日大使

に任命されたのです。

一一日本の印象はいかがですか?

日本の人々は，とても親切で，お互いが良く知

りあえば社交的な人々であることがわかってきま

した。エチオピア人と似ているところもたくさん

あります。挨拶のときにお辞儀をするところとか，

日本の茶道とエチオピアのコーヒーセレモニーと

か，植民地化されたことがなく誇り高いところ，

そして歌も「エンカ Jがエチオピアの歌と似ている

といったところでしょうか。

日本のょいところは，人々がとてもハードワー

カーであることです。政府機関や会社でも，人々

が夜遅く，場合によっては夜1011寺ぐらいまで働い

ているのをよく見かけます。これこそが，短JUlllO

で 1:] 本が成長した硲訣ではなし、かと思っています。

もうひとつ， 日本の良いところは，文化や伝統

を大事にしているところです。お祭りもあるし，

お盆などで人々が自分の出身地にもどって，祖先

を祭るという習慣があります。このような親睦の

集まりは，すばらしい文化であり伝統だと思いま

す。若者も着物を着ることがありますし，人々は

日本の文化を部近しているという印象を受けまし
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た。寺や神社のような宗教的な場所もよく保存さ

れています。何百年も前に建築された民家もきち

んと維持されていますし，伝統が尊重され大事に

守られていると思います。

また，茶道は，ひじようにすばらしい文化です

し，この文化を維持するために，子供や若者たち

も茶道を学ぶべきではないでしょうか。

一一工チオピアの経済成長は近年順調だと聞き

ましたが。

1990年代半ばからエチオピアの経済は成長し

続けています。特に段近の 5 年間は，常に 10%以

上の成長を維持しています。非産油国の中で、は高

成長を遂げた国の一つになります。現在世界が直

面している経済・金融危機の影響からエチオピア

も免れてはいませんが， 2009年には11.2%の成

長を見込んで、いますし， 2008年12月 18 日付けの

『エコノミスト』では，エチオピアは2009年に 4 番

目に高いGDP成長率(7 %)を達成する国になるで

あろうと予測されています。エチオピアの急成長

は， 1990年代半ばからの農業開発主導工業化(A

DLI) の度実な政策の成果だといえます。

一一日本と工チオピ?との関係はどのようなち

のでしょうか?

エチオピアと日本は， 1920年代にまでさかのぼ

れる惟史的な関係を築いてきました。公式な国交

は1955{1三に樹立されています。われわれの関係は，

さまざまな面にわたっています。まず，経済協力

において， 日本は主要な開発パートナーの一つで

あることが挙げられます。日本は，エチオピアに

対する海外開発援助として，無償資金援助や技術

支援を提供しています。特に重点が i泣かれている

のは，股業，教育，保健，インフラ，水関連です。

これらの支援は，エチオピア政府の貧困撲滅のた

めの努力にひじように貢献してくれています。 20

08年 9 月のナイル川にかかるヒダセ(ルネッサン

スの怠)橋の開通式で，メレス・ゼナウィ首相閣下

が，この橋を日本とエチオピアの聞の素晴らしい

関係を表す「生ける記念碑J (living monumcnt) と

呼んだ、のがその一例です。

二国間の貿易関係も向上しつつあります。エチ

オピアは日本にコーヒーや花，特にパラですが，

そして皮，蜜蝋などを輸出しています。そして日
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駐日ヱチオピア大使アブドウルラシッド閣下へのイ〉智ピ!I.-

本はエチオピア・コーヒーの第 2位の輸入国です。

一方，日本は，機械，自動車，化学製品， 11機器

などをエチオヒ。アに輸出しています。 2008年 9 月

には，大規模な貿易・投資促進合同ミッションが

我が国を訪問しましたし，今後二国間の貿易や投

資協力が増大していくことが期待されています。

TICADを通しても，二国間の協力がさらに促進さ

れることでしょう。エチオピアは，クール・アー

ス・パートナーシップにも署名しましたし， r新生

]ICAJ による円借款スキームも，我が国にも得る

ものがあると期待しています。アジアの経験にも

とづいて，特に工業生産性の向上についてですが，

日本が民間セクターを援助することができるでし

ょフ。

外交的には，相互利益をもたらせるよう，国際

的なフォーラムで緊密に協力しあっています。そ

して文化的関係も強化しつつあります。エチオピ

アのミレニアムの年にエチオピアでは日本文化関

連のイベントがありましたし， 2008年に日本でも

同様にエチオピア文化関連のイベントが開催され

ました。それぞれの国の人々が互いの文化を認識

し，理解を深めることができたことは間違いあり

ません。このように， 日本とエチオピアの二国間

には，深く恨づいた関係があり，その関係は強固

な基盤の上に築かれているのです。今後も，われ

われ姉妹国間の関係がさらに強化されていくこと

で，輝かしい未来が待っていると期待しています。

一一最後に日本ナイル・ヱチオピア学会会員へ

メッセージをお願いします。

日本ナイル・エチオピア学会は，エチオピアの
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文化人類学やその他の分野の前進に大きな貢献を

もたらしてくれている，ひじようにすばらしい組

織です。また，エチオピア研究に携わる日本人の

みならずそれ以外の人々が，さらに理解を深める

ことにも貢献してくれています。エチオピアの学

生や，エチオヒ。ア研究に興味がある人々に対する

ナイル・エチオピア学会による支援は測り知れな

いほどです。

すばらしい研究者であった福井教授や，学会の

ほかの優れた先生方や研究者たちが，日本とエチ

オピアとのこのようなすばらしい関係をさらに強

固にしてくれています。福井教授が亡くなられた

ことは本当に残念なことですが，ナイル・エチオ

ピア学会が，エチオピアに関する研究活動への取

り組みを倍加させ，活動範囲ももっともっと拡大

されていくことを期待しています。私の任期中は，

姉妹国である日本とエチオピアのすばらしい関係

をさらに強化し，ナイル・エチオピア学会を支援

していきたいと思います。故福井教授や，同じく

この堅固な関係の促進に日夜尽力されている研究

者の方々の希望がかなえられるよう，私もできる

限り協力いたします。

このような機会を与えていただきありがとうご

ざいました。

一ーありがとうございました。

(こだま・ゆか/アジア経済研究所)


